
AI に与えるプロンプトの質は与件の質を超えることはない。
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2026
10.23実践!ローカリズム 第第５５２回２回

1966年神戸生まれ。高校卒業後、ディスプレイ・グラフィックデザ
インの現場へ。19歳の初仕事はイラスト制作。東京で広告・イベント・
商品デザインをひととおり経験して独立。1995年、阪神・淡路大震災
に遭う。翌年に社会人入学でまちづくりと建築デザインを学び、卒業
後は「大地の芸術祭」に作品制作とスタッフの両方で参加。第2回以降
はアートコーディネートからコミュニティデザインの運営を担当。以
後フリーランスで、案件ごとにチームを組んで公共・商品・サービスの
デザインとマーケティング。東日本大震災のあと丹波へ移住。印刷会
社での製造データオペを経て、コロナ以降は「なかで農場」で農業生産
と商品デザイン・マーケティング。
ずっと続いているのはドローイングだけ。

「与件」の話をします。なにかを始める前に、そこ
でできることを見て、やることとやらないことを並
べておく。畑でもデザインの現場でも、私がやって
いるのは結局これだけです。AI 以後、答えはいくら
でも出てきます。出てこないのは、その場の与件だ
けです。ご自分の仕事の与件も、一つ持ってきてい
ただけると楽しいと思います。

この日の与件

日時：2026.10.23 （金）
　　19時～ 20時
場所：iso乃家

　　　丹波市氷上町石生1583-1

料金：大人 1,000円

実践！ローカリズム会員は無料

定員：20名（当日お越しください）

主催：NPO法人情報社会生活研究所
その場で「実践！ローカリズム」に
ご入会（会費 1,100 円／月）いた
だければ、当日のトークライブ参加
費はいただきません。
https://shiftup.jp/local izm

裏面は与件シートです。


